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１１１１．．．．津波津波津波津波マグニチュードマグニチュードマグニチュードマグニチュードMtMtMtMtのののの算算算算定式定式定式定式
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CHM −++= 55.5loglog 2t Δ

ここで，

：検潮儀で観測された津波の最大全振幅（m）

：震央から観測点までの海洋上の最短津波伝播距離（km）

：地域補正係数（太平洋側は0，日本海側は0.2）

■ 検潮儀で観測された津波の最大全振幅から津波マグニチュードMtを算定する式（阿部（1989））

１１１１．．．．津波津波津波津波マグニチュードマグニチュードマグニチュードマグニチュードMtMtMtMtのののの算算算算定式定式定式定式

2H

Δ

■ 津波遡上高から津波マグニチュードMtを算定する式（阿部（1999））

CHM 26.6log2 mt −+=
CHM 20.6log2 maxt −+=

ここで，

：区間平均高
※

の最大値（最大区間平均高）（m）

※：海岸全域を距離20～40kmごとに細かく区切り，各区間内での測定値を対数平均した高さ

：海岸全域における最大値（m）

：地域補正係数（太平洋側は0，日本海側は0.2）

 mH

max H

C

C
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２２２２．．．．既往津波既往津波既往津波既往津波のののの再現解析条件再現解析条件再現解析条件再現解析条件

２２２２．．．．１１１１ 津波高津波高津波高津波高のののの再現性再現性再現性再現性のののの評価指標評価指標評価指標評価指標

２２２２．．．．２２２２ 再現解析再現解析再現解析再現解析のののの計算条件計算条件計算条件計算条件
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ここで，

：地点数， ： 番目の地点での観測値（痕跡高）， ： 番目の地点での数値シミュレーション結果n iR iHi i

• 再現性の評価指標には，相田（1977）による既往津波高と数値シミュレーションにより計算された津波高との比から求める幾何平均値K及びばら

つきを表す指標κを用いる。

• K及びκについては，土木学会（2002）により，「0.95＜K＜1.05，κ＜1.45」が再現性の目安とされている。

２２２２．．．．既往津波既往津波既往津波既往津波のののの再現解析条件再現解析条件再現解析条件再現解析条件

２２２２．．．．１１１１ 津波高津波高津波高津波高のののの再現性再現性再現性再現性のののの評価指標評価指標評価指標評価指標
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２２２２．．．．既往津波既往津波既往津波既往津波のののの再現解析条件再現解析条件再現解析条件再現解析条件

２２２２．．．．２２２２ 再現解析再現解析再現解析再現解析のののの計算条件計算条件計算条件計算条件①①①①

B領域 C領域 D領域 E領域

空間格子間隔Δs 2.5 km

833 m

(2500/3)

278 m

(2500/9)

93 m

(2500/27)

時間格子間隔Δt 1秒

基礎方程式 線形長波式 非線形長波式（浅水理論）

沖側境界条件 自由透過 外側の大格子領域と水位・流量を接続

陸側境界条件 完全反射

完全反射

（海底露出を考慮）

小谷ほか（1998）の

遡上境界条件

初期海面変動 波源モデルを用いてMansinha and Smylie(1971)の方法により計算される鉛直変位を海面上に与える

海底摩擦 考慮しない マニングの粗度係数n = 0.03m
-1/3

/s（土木学会（2002）より）

水平渦動粘性係数 考慮しない

潮位条件 T.P.±0.0m

計算再現時間 地震発生後4時間

領域

項目
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２２２２．．．．既往津波既往津波既往津波既往津波のののの再現解析条件再現解析条件再現解析条件再現解析条件

２２２２．．．．２２２２ 再現解析再現解析再現解析再現解析のののの計算条件計算条件計算条件計算条件②②②②

 

標高

水深

女川原子力

発電所

女川原子力

発電所

広域（B領域～E領域）

敷地周辺（E領域：93m）
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３３３３．．．．PPPP波速度構造波速度構造波速度構造波速度構造にににに関関関関するするするする既往研究例既往研究例既往研究例既往研究例
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３３３３．．．．PPPP波速度構造波速度構造波速度構造波速度構造にににに関関関関するするするする既往研究例既往研究例既往研究例既往研究例

・ 土木学会（2002）が，東北日本周辺および西南日本周辺のP波速度構造に関する既往研究例として引用した周藤・牛来（1997）が参照した文献を

以下に示す。

■東北日本周辺 ■西南日本周辺

周藤・牛来（1997）

Yoshii（1979）

周藤・牛来（1997）

Aoki et al.（1972）
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４４４４．．．．津波解析条件津波解析条件津波解析条件津波解析条件

４４４４．．．．１１１１ 計算条件計算条件計算条件計算条件

４４４４．．．．２２２２ 計算領域計算領域計算領域計算領域とそのとそのとそのとその水深水深水深水深

４４４４．．．．３３３３ 津波水位津波水位津波水位津波水位のののの評価位置評価位置評価位置評価位置
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B領域 C領域 D領域 E領域 F領域 G領域 H領域

空間格子間隔

Δs

2.5 km

833 m

(2500/3)

278 m

(2500/9)

93 m

(2500/27)

31 m

(2500/81)

10m

(2500/243)

5m

(2500/486)

時間格子間隔Δt 0.1秒

基礎方程式

線形

長波式

非線形長波式（浅水理論）
※１

沖側境界条件 自由透過 外側の大格子領域と水位・流量を接続

陸側境界条件 完全反射

完全反射

（海底露出を考慮）

小谷ほか（1998）の遡上境界条件

初期海面変動

波源モデルを用いてMansinha and Smylie(1971)の方法により計算される鉛直変位を

海面上に与える

海底摩擦

考慮

しない

マニングの粗度係数n = 0.03m
-1/3

/s（土木学会（2002）より）

水平渦動粘性

係数

考慮しない

潮位条件 T.P.±0.0m

計算再現時間 地震発生後4時間
※２

４４４４．．．．津波津波津波津波解析解析解析解析条件条件条件条件

４４４４．．．．１１１１ 計算条件計算条件計算条件計算条件

• 下記の計算条件に基づき津波解析を実施した。

主な計算条件

計算領域
※３

とその水深及び格子分割

※１：土木学会（2002）では，水深200m以浅の海域を目安に非線形長波式を適用するとしている。これを十分に満足するようＣ領域以下（水深1500ｍ以浅）で

非線形長波式（浅水理論）を適用した。

※２：日本海溝沿いで発生する近地津波を評価するにあたって，十分な計算時間となるよう設定した。

※３：計算領域範囲は，日本海溝沿い・千島海溝沿い南部の津波発生領域が含まれる範囲，および北海道・東日本沿岸からの反射波が発電所に与える影響を

考慮して設定した。

第185回審査会合 資料１－１（p10）の再掲
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４４４４．．．．津波津波津波津波解析解析解析解析条件条件条件条件

４４４４．．．．１１１１ 計算条件計算条件計算条件計算条件：：：：空間格子間隔空間格子間隔空間格子間隔空間格子間隔ΔsΔsΔsΔsのののの設定設定設定設定

• 相田（1977）では，日本海溝沿いで発生した既往津波の計算波形を用いた女川沖（200m等深線上）における周期を示しており，最も周期が短い

津波は，1896年明治三陸地震津波でその周期を8.7分としている。

• 発電所に襲来した2011年東北地方太平洋沖地震に伴う津波の周期は，発電所港湾内での津波観測記録から最高水位を記録した第１波の周期

は44分，それ以降の主要な３波の周期は48分～52分である（東北電力（2011））。

• 上記を踏まえ，周期8分以上の津波に対して，土木学会の目安
※

を満足するようB領域以下の各領域の接続境界を設定した。

※：津波の空間波形の１波長の1/20以下となるように空間格子間隔を設定する。

 

潮位計記録のピーク値

-10
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-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

12

14

0 30 60 90 120 150 180 210 240 270 300

時   間 　（分）

水

 

位

　

(

ｍ

)

第 1波 
主要な 3波 

44分 48分～52分 

2011年東北地方太平洋沖地震に伴う津波の周期

（東北電力（2011））

計算波形による最大波の周期

（相田（1977））

B領域 C領域 D領域 E領域 F領域 G領域 H領域

空間格子

間隔Δs

2.5 km

833 m

(2500/3)

278 m

(2500/9)

93 m

(2500/27)

31 m

(2500/81)

10m

(2500/243)

5m

(2500/486)

最小水深

h
min

※

1107m 123m 14m 1.5m 0.17m 0.02m 0.005m

小領域への

接続水深h
c

1500m

（B→C）

1000m

（C→D）

160m

（D→E）

130m

（E→F）

40m

（F→G）

30m

（G→H）

―

※：最小水深h
min

の算定方法

ここで，

α：津波１波長に対する計算格子の個数（ = 20）

Δs：空間格子間隔

T：周期（s）（= 480s）

ｇ：重力加速度（m/s
2

)（= 9.8 m/s
2 

）

空間格子間隔Δsと土木学会の目安（１波長の1/20以下）を満足するための最小水深h
min

の比較

発電所に襲来する津波の伝播経路において，各小領域への接続水深h
c

は

最小水深h
min

を上回っており，土木学会（2002）の目安を満足している。

h
min

＝

ｇ

1 αΔs

T

２

第185回審査会合 資料１－１（p11）の再掲
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４４４４．．．．津波津波津波津波解析解析解析解析条件条件条件条件

４４４４．．．．１１１１ 計算条件計算条件計算条件計算条件：：：：時間格子間隔時間格子間隔時間格子間隔時間格子間隔ΔΔΔΔｔｔｔｔのののの設定設定設定設定

• 土木学会（2002）で示されるCFL条件を満足するように時間格子間隔Δｔを設定した。

■CFL条件

B領域 C領域 D領域 E領域 F領域 G領域 H領域

空間格子間隔

Δs

2.5 km

833 m

(2500/3)

278 m

(2500/9)

93 m

(2500/27)

31 m

(2500/81)

10m

(2500/243)

5m

(2500/486)

各領域の最大

水深h
max

8800m 3200m 1200m 120m 70m
※

60m
※

60m
※

最大水深h
max

から算定される

時間格子間隔

Δt
max

6.0s 3.3s 1.8s 1.9s 0.83s 0.30s 0.15s

時間格子間隔

Δt

0.1s 0.1s 0.1s 0.1s 0.1s 0.1s 0.1s

各領域の最大水深h
max

から算定される時間格子間隔Δt
max

と設定した時間格子間隔Δtの比較

※：F領域以下は，各領域の最大水深h
max

に津波による水位上昇相当分として20mを加えている。

ここで，

Δｘ：空間格子間隔

Δt：時間格子間隔

h
max

：各領域の最大水深

ｇ：重力加速度（m/s
2

)（=9.8 m/s
2 

）

全ての領域において設定した時間格子間隔Δｔは，最大水深h
max

から算定される

時間格子間隔Δt
max

よりも小さく，土木学会（2002）で示されるCFL条件を満足している。

第185回審査会合 資料１－１（p12）の再掲
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４４４４．．．．津波解析条件津波解析条件津波解析条件津波解析条件

４４４４．．．．２２２２ 計算領域計算領域計算領域計算領域とそのとそのとそのとその水深水深水深水深①①①①

【2011年東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量の考慮】

E領域 F領域 G領域 H領域

陸域 地震後に整備された国土地理院5mDEMデータ

海域

日本水路協会M7000データ（2006）を一律1.1m
※

沈下させた。

※：F領域全体をカバーする平均的な沈下量

東北電力深浅測量

データ（H23.5測量）

F領域 Δs=31m

E領域 Δs=93m

H領域 Δs=5m

G領域 Δs=10m

計算領域とその水深及び格子分割

第185回審査会合 資料１－１（p13）の再掲
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４４４４．．．．津波解析条件津波解析条件津波解析条件津波解析条件

４４４４．．．．２２２２ 計算領域計算領域計算領域計算領域とそのとそのとそのとその水深水深水深水深②②②②

H領域 Δs=5m

発電所周辺の計算領域（H領域：Δs＝5m）

• 発電所は，リアス式海岸の南部に立地するとともに，発電所には防波堤等が存在することを踏まえ，津波水位を精度良く算定するため，最小空間格

子間隔Δsを5mに設定した。

30メッシュ（5m×30=150m）

30メッシュ（5m×30=150m）

30メッシュ

（5m×30=150m）

２号 取水口前

リアス式海岸形状

防潮堤防潮堤防潮堤防潮堤（（（（O.P.約約約約＋＋＋＋29ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）

30メッシュ

（5m×30=150m）

第185回審査会合 資料１－１（p14）の再掲
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４４４４．．．．津波解析条件津波解析条件津波解析条件津波解析条件

４４４４．．．．２２２２ 計算領域計算領域計算領域計算領域とそのとそのとそのとその水深水深水深水深③③③③

• 発電所地点における2011年東北地方太平洋沖地震に伴う津波の痕跡高と，同津波を良好に再現するモデルによる計算値の比較から，最小空間格

子間隔（Δs）5mで津波水位を精度よく算定できることを確認した。

2011年東北地方太平洋沖

地震に伴う津波

計算水位

No 痕跡高（m） 内閣府モデル

女川再現

モデル

既往津波の

組合せモデル

No.1 12.91 12.86 12.99 13.13

No.2 12.78 12.79 12.94 13.11

No.3 13.10 13.10 13.20 13.16

No.4 13.00 12.45 12.22 13.03

No.5 13.37 13.30 13.91 14.61

No.6 13.07 13.16 13.67 14.18

No.7 12.77 12.80 13.66 14.08

No.8 12.77 12.64 12.59 13.02

No.9 12.97 12.62 12.57 13.11

No.10 13.17 12.70 12.59 13.19

No.11 13.07 12.82 12.64 13.38

No.12 13.07 12.88 12.65 13.42

No.13 12.25 12.38 12.23 12.73

No.14 12.57 12.46 12.25 12.77

K 0.97 1.00 0.97

κ 1.06 1.04 1.03

再現性の評価結果

発電所周辺の計算領域（H領域：Δs＝5m）と

2011年東北地方太平洋沖地震に伴う津波の痕跡高

：痕跡高

（（（（No.1No.1No.1No.1））））

（（（（No.2No.2No.2No.2））））

（（（（No.3No.3No.3No.3））））

（（（（No.4No.4No.4No.4））））

（（（（No.5No.5No.5No.5））））

（（（（No.6No.6No.6No.6））））

（（（（No.7No.7No.7No.7））））

（（（（No.8No.8No.8No.8））））

（（（（No.9No.9No.9No.9））））

（（（（No.10No.10No.10No.10））））

（（（（No.11No.11No.11No.11））））

（（（（No.12No.12No.12No.12））））

（（（（No.13No.13No.13No.13））））

（（（（No.14No.14No.14No.14））））

第185回審査会合 資料１－１（p15）の再掲
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４４４４．．．．津波水位津波水位津波水位津波水位のののの評価位置評価位置評価位置評価位置

４４４４．．．．３３３３ 津波津波津波津波水位水位水位水位のののの評価位置評価位置評価位置評価位置：：：：敷地敷地敷地敷地前面前面前面前面

津波水位の評価位置

敷地前面（防潮堤前面）

鋼管式鉛直壁 ：高さ約15m (O.P.約+29m)

敷地高さ (O.P.約+13.8m)

防潮堤全体鳥瞰図

防潮堤概観図（鋼管式鉛直壁） 防潮堤概観図（セメント改良土による堤防）

セメント改良土：

高さ約15m (O.P.約+29m)

• 重要な安全機能を有する施設の設置された敷地（O.P.約+13.8m）に基準津波による遡上波を到達，流入させないため，津波防護施設として防潮堤

（標高：O.P.約＋29m，総延長：約800ｍ）を設置することから，防潮堤の前面を津波水位の評価位置とする。

• 本評価では，防潮堤の前面を「敷地前面」とする。

（北側）

（南側）

第185回審査会合 資料１－１（p16）の表現を

一部修正
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４４４４．．．．津波水位津波水位津波水位津波水位のののの評価位置評価位置評価位置評価位置

４４４４．．．．３３３３ 津波水位津波水位津波水位津波水位のののの評価位置評価位置評価位置評価位置：：：：取水口前面取水口前面取水口前面取水口前面およびおよびおよびおよび放水口放水口放水口放水口前面前面前面前面

• 取水路，放水路の経路からの重要な安全機能を有する施設の設置された敷地（O.P.約+13.8m）への基準津波の流入を防止するため，津波防護施

設として防潮壁を設置することから，１，２，３号取水口前面および１号，２・３号放水口前面を津波水位の評価位置とする。

• 取水路内の水位変動に伴う原子炉補機冷却系海水ポンプの取水性を評価するため， １，２，３号取水口前面を津波水位の評価位置とする。

■水位上昇側

■水位下降側

２号取水設備平面図（概要）

陸側

海側

１号放水口前面

２号取水口前面

１号取水口前面

３号取水口前面

２・３号放水口前面

２号取水設備断面図（概要）

津波水位の評価位置

原子炉補機冷却系海水ポンプ

循環水ポンプ

②②②②

⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦

④④④④

③③③③

①①①①

名称

① １号海水ポンプ室防潮壁

② １号放水立坑防潮壁

③ ２号海水ポンプ室防潮壁

④ ２号放水立坑防潮壁

⑤ ３号海水ポンプ室防潮壁

⑥ ３号放水立坑防潮壁

⑦ ３号海水熱交換器建屋防潮壁

：津波水位が取水口敷高を下回る場合に，原子炉補機冷却系海水

ポンプに必要な海水が設備内に確保される範囲（約5,100m
3

）

第185回審査会合 資料１－１（p17）の再掲
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２・３号放水口前面

１号放水口前面

２号取水口前面

１号取水口前面

３号取水口前面

４４４４．．．．津波水位津波水位津波水位津波水位のののの評価位置評価位置評価位置評価位置

４４４４．．．．３３３３ 津波水位津波水位津波水位津波水位のののの評価位置評価位置評価位置評価位置：：：：まとめまとめまとめまとめ

評価項目 敷地前面

取水口前面 放水口前面

１号 ２号 ３号 １号 ２・３号

水位上昇側

○

（北側 or 南側）

○ ○ ○ ○ ○

水位下降側 － ○ ○ ○ － －

敷地前面

（防潮堤前面）

津波水位の評価位置

（北側） （南側）

第185回審査会合 資料１－１（p16）の表現を

一部修正
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５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする

津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐｐｐｐ２１２１２１２１

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐｐｐｐ２７２７２７２７
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５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：水位上昇側水位上昇側水位上昇側水位上昇側 概略概略概略概略パラメータスタディ①パラメータスタディ①パラメータスタディ①パラメータスタディ①

■概略パラメータスタディ

パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

位置 走向

北へ40km移動

基準－5° 6.75（北側） 5.70 5.56 5.38 4.65 4.33 

基準 5.89（北側） 5.17 5.06 4.88 4.04 3.74 

基準＋5° 5.34（北側） 4.58 4.46 4.30 3.52 3.28 

北へ20km移動

基準－5° 8.80（北側） 7.28 6.91 6.60 6.04 5.64 

基準 7.55（北側） 6.36 6.13 5.97 5.21 4.90 

基準＋5° 6.48（北側） 5.62 5.55 5.45 4.50 4.24 

基準

基準－5° 11.10（北側） 8.97 8.73 8.53 7.95 7.62 

基準 10.20（北側） 8.27 7.84 7.65 7.06 6.63 

基準＋5° 8.99（北側） 7.48 7.12 6.93 6.14 5.88 

南へ20km移動

基準－5° 12.53（北側） 10.26 10.01 9.97 9.01 8.95 

基準 11.95（北側） 9.82 9.65 9.71 8.70 8.56 

基準＋5° 11.49（北側） 9.49 9.20 9.11 8.28 8.05 

南へ40km移動

基準－5° 14.23（北側） 12.10 11.61 11.75 10.64 10.66 

基準 14.26（北側） 11.75 11.42 11.46 10.37 10.41 

基準＋5° 13.54（北側） 11.47 11.01 10.97 9.88 9.97 

南へ60km移動

基準－5° 16.54（北側） 13.39 13.45 13.64 12.48 12.48 

基準 16.07（北側） 13.32 13.27 13.41 11.99 12.18 

基準＋5° 15.36（北側） 13.17 12.79 12.89 11.51 11.74 

南へ80km移動

基準－5° 18.22（北側） 14.37 15.10 15.18 13.67 14.07 

基準 18.09（北側） 14.15 14.65 14.91 13.39 13.78 

基準＋5° 17.59（北側） 13.92 14.43 14.53 13.14 13.36 

（単位:m）
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パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

位置 走向

南へ100km

移動

基準－5° 19.45（北側） 14.80 15.79 15.84 13.99 14.67 

基準 19.50（北側） 14.79 15.88 15.94 14.01 14.76 詳細パラメータスタディ①

基準＋5° 18.90（北側） 14.63 15.66 15.68 13.89 14.61 

南へ120km

移動

基準－5° 18.91（北側） 14.45 15.08 15.37 13.72 14.14 

基準 19.31（北側） 14.77 15.69 15.80 14.02 14.62 

基準＋5° 19.26（北側） 14.96 16.17 16.06 14.10 14.89 詳細パラメータスタディ②

南へ140km

移動

基準－5° 17.67（北側） 13.83 14.10 14.32 12.84 13.06 

基準 18.08（北側） 14.23 14.60 14.86 13.36 13.62 

基準＋5° 18.22（北側） 14.41 15.09 15.25 13.66 14.15 

南へ160km

移動

基準－5° 15.33（北側） 13.14 12.91 12.99 11.57 11.77 

基準 16.40（北側） 13.40 13.49 13.47 12.14 12.33 

基準＋5° 16.72（北側） 13.59 13.75 13.85 12.68 12.75 

南へ180 km

移動

基準－5° 13.96（北側） 11.91 11.47 11.36 10.23 10.30 

基準 14.47（北側） 12.36 11.95 11.99 10.78 10.84 

基準＋5° 14.67（北側） 12.79 12.40 12.34 11.14 11.30 

南へ200km

移動

基準－5° 12.04（北側） 10.33 9.90 9.75 8.79 8.54 

基準 12.64（北側） 11.06 10.59 10.45 9.40 9.38 

基準＋5° 13.06（北側） 11.76 11.08 10.80 10.08 10.01 

南へ220km

移動

基準－5° 10.15（北側） 8.46 7.94 7.72 6.83 6.40 

基準 11.41（北側） 9.63 9.17 8.88 8.18 7.67 

基準＋5° 12.35（北側） 10.72 10.15 9.72 9.08 9.02 

■概略パラメータスタディ

（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：水位上昇側水位上昇側水位上昇側水位上昇側 概略概略概略概略パラメータスタディ②パラメータスタディ②パラメータスタディ②パラメータスタディ②
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パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° 17.91（北側） 13.03 14.01 14.06 12.90 13.00 

基準 18.37（北側） 13.15 14.29 14.23 13.19 13.27 

基準＋10° 18.23（北側） 13.02 14.14 14.13 13.11 13.18 

基準

基準－10° 18.92（北側） 14.63 15.32 15.57 13.79 14.39 

基準 19.50（北側） 14.79 15.88 15.94 14.01 14.76 敷地前面決定ケース

基準＋10° 19.37（北側） 14.73 15.75 15.82 14.02 14.68 

基準＋5°

基準－10° 18.69（北側） 15.84 16.23 16.32 14.08 14.96 

基準 18.93（北側） 16.08 16.74 16.73 14.33 15.36 

基準＋10° 19.03（北側） 16.03 16.71 16.68 14.32 15.32 

■詳細パラメータスタディ①

■詳細パラメータスタディ②

パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° 17.73（北側） 12.93 13.93 14.02 13.02 13.12 

基準 18.20（南側） 13.26 14.30 14.27 13.36 13.42 

基準＋10° 18.22（南側） 13.24 14.35 14.27 13.35 13.41 

基準

基準－10° 18.86（北側） 14.72 15.50 15.62 13.78 14.46 

基準 19.26（北側） 14.96 16.17 16.06 14.10 14.89 

基準＋10° 19.44（北側） 14.88 16.05 16.07 14.11 14.91 

基準＋5°

基準－10° 18.57（北側） 15.82 16.21 16.39 14.16 15.08 

基準 18.83（北側） 16.11 16.74 16.77 14.43 15.44 

3号取水口前面，

2・3号放水口前面決定ケース

基準＋10° 18.80（北側） 16.14 16.81 16.73 14.44 15.43 

1,2号取水口前面，

1号放水口前面決定ケース

（単位:m）

（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：水位上昇側水位上昇側水位上昇側水位上昇側 詳細詳細詳細詳細パラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディ
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■概略パラメータスタディ

パラメータの変動範囲

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

備考

位置 走向

北へ40km移動

基準－5° -3.51 -3.42 -3.42 

基準 -3.52 -3.50 -3.49 

基準＋5° -3.56 -3.56 -3.55 

北へ20km移動

基準－5° -4.16 -4.14 -4.15 

基準 -3.79 -3.84 -3.90 

基準＋5° -3.87 -3.90 -3.94 

基準

基準－5° -5.53 -5.28 -5.35 

基準 -5.02 -4.93 -4.97 

基準＋5° -4.82 -4.62 -4.62 

南へ20km移動

基準－5° -6.22 -5.55 -5.42 

基準 -6.34 -5.62 -5.59 

基準＋5° -6.25 -5.54 -5.51 

南へ40km移動

基準－5° -6.62 -6.17 -6.02 

基準 -6.66 -6.28 -6.14 

基準＋5° -6.68 -6.24 -6.08 

南へ60km移動

基準－5° -7.21 -6.55 -6.51 

基準 -7.24 -6.57 -6.47 

基準＋5° -7.13 -6.45 -6.52 

南へ80km移動

基準－5° -7.77 -7.76 -7.74 

基準 -7.55 -7.48 -7.41 

基準＋5° -7.14 -7.12 -7.06 

（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：水位下降側水位下降側水位下降側水位下降側 概略概略概略概略パラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディ①①①①
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パラメータの変動範囲

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

備考

位置 走向

南へ100km

移動

基準－5° -8.01 -8.27 -8.28 詳細パラメータスタディ

基準 -7.92 -8.15 -8.17 

基準＋5° -7.84 -8.00 -8.04 

南へ120km

移動

基準－5° -7.67 -7.60 -7.66 

基準 -7.83 -7.86 -7.89 

基準＋5° -7.96 -8.17 -8.16 

南へ140km

移動

基準－5° -7.39 -7.05 -6.89 

基準 -7.72 -7.27 -7.11 

基準＋5° -7.67 -7.48 -7.40 

南へ160km

移動

基準－5° -7.16 -6.84 -6.69 

基準 -7.48 -6.98 -6.72 

基準＋5° -7.32 -7.11 -6.79 

南へ180 km

移動

基準－5° -6.80 -6.62 -6.41 

基準 -7.07 -6.90 -6.67 

基準＋5° -7.07 -6.95 -6.65 

南へ200km

移動

基準－5° -6.51 -6.10 -6.04 

基準 -6.74 -6.44 -6.28 

基準＋5° -6.78 -6.55 -6.51 

南へ220km

移動

基準－5° -5.54 -5.45 -5.37 

基準 -6.36 -6.07 -5.98 

基準＋5° -6.57 -6.39 -6.42 

■概略パラメータスタディ

（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：水位下降側水位下降側水位下降側水位下降側 概略概略概略概略パラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディ②②②②
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パラメータの変動範囲

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

備考

傾斜角 すべり角

基準-5°

基準－10° -7.78 -7.76 -7.70 

基準 -7.75 -7.65 -7.66 

基準＋10° -7.70 -7.61 -7.62 

基準

基準－10° -8.03 -8.20 -8.26 

基準 -8.01 -8.27 -8.28 

基準＋10° -8.03 -8.27 -8.27 

基準＋5°

基準－10° -8.12 -8.30 -8.33 

基準 -8.35 -8.38 -8.40 

基準＋10° -8.42 -8.48 -8.49 決定ケース

■詳細パラメータスタディ
（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：水位下降側水位下降側水位下降側水位下降側 詳細詳細詳細詳細パラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディ
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■概略パラメータスタディ

パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

位置 走向

北へ40km移動

基準－10° 9.77（南側） 6.31 5.90 5.43 6.57 5.94 

基準 6.46（南側） 5.65 5.59 5.46 4.89 4.30 

基準＋10° 5.88（北側） 4.86 4.64 4.62 3.61 3.49 

北へ20km移動

基準－10° 11.18（南側） 6.51 6.41 6.00 6.94 6.75 

基準 9.15（南側） 5.76 5.67 5.32 5.86 5.21 

基準＋10° 6.18（北側） 5.32 5.25 5.27 4.50 3.96 

基準

基準－10° 12.04（南側） 6.78 6.93 7.08 7.12 7.36 

基準 10.75（南側） 6.17 6.08 5.55 6.09 6.49 

基準＋10° 8.72（南側） 5.48 5.52 5.42 5.80 5.11 

南へ20km移動

基準－10° 13.10（南側） 7.20 7.47 7.42 7.36 8.90 

基準 11.72（南側） 6.27 6.56 6.53 6.30 7.21 

基準＋10° 11.74（南側） 6.23 6.52 5.90 7.31 5.41 

南へ40km移動

基準－10° 13.94（南側） 7.47 8.92 7.76 8.05 9.35 

基準 12.60（南側） 6.54 6.69 7.02 6.52 7.51 

基準＋10° 12.97（南側） 6.73 6.45 6.51 8.02 6.97 

南へ60km移動

基準－10° 14.58（南側） 7.89 9.24 8.45 8.38 9.66 

基準 13.31（南側） 6.82 7.11 6.77 7.43 7.45 

基準＋10° 14.20（南側） 7.14 7.68 7.09 8.46 7.93 

南へ80km移動

基準－10° 14.88（南側） 7.89 10.85 9.68 8.50 9.70 

基準 13.92（南側） 6.92 6.47 5.99 8.25 7.66 

基準＋10° 15.04（南側） 7.37 8.80 7.88 8.74 8.77 

（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位上昇側水位上昇側水位上昇側水位上昇側 概略概略概略概略パラメータスタディ①パラメータスタディ①パラメータスタディ①パラメータスタディ①
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パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

位置 走向

南へ100km

移動

基準－10° 16.52（南側） 9.34 12.12 10.23 10.30 9.72 

基準 16.74（南側） 7.68 8.42 7.77 9.36 8.41 

基準＋10° 15.50（南側） 7.57 9.51 8.20 8.88 9.31 

南へ120km

移動

基準－10° 20.76（南側） 11.18 13.89 13.24 12.45 11.22 

基準 19.06（南側） 10.07 13.69 11.11 11.56 10.05 

基準＋10° 16.59（南側） 8.46 11.35 9.42 9.62 9.96 

南へ140km

移動

基準－10° 21.28（南側） 11.42 14.06 13.82 12.80 11.43 詳細パラメータスタディ①

基準 19.65（南側） 10.93 14.65 12.35 13.36 11.77 詳細パラメータスタディ②

基準＋10° 18.73（南側） 10.39 14.22 11.66 11.40 11.10 

南へ160km

移動

基準－10° 17.70（南側） 9.77 11.96 10.40 10.52 10.03 

基準 19.51（南側） 11.15 14.74 12.31 12.74 11.19 

基準＋10° 19.66（南側） 11.01 14.37 12.63 12.52 11.61 

南へ180 km

移動

基準－10° 15.59（南側） 8.69 12.50 10.01 9.25 9.49 

基準 18.28（南側） 8.87 11.60 10.39 11.38 8.85 

基準＋10° 18.64（南側） 10.55 14.89 11.94 11.32 10.73 詳細パラメータスタディ③

南へ200km

移動

基準－10° 15.45（南側） 7.95 10.66 8.93 9.03 9.52 

基準 17.39（南側） 8.00 8.01 8.70 9.74 8.61 

基準＋10° 17.31（南側） 9.08 12.83 10.42 10.29 9.71 

南へ220km

移動

基準－10° 15.11（南側） 7.93 9.36 8.50 8.95 9.19 

基準 16.93（南側） 7.79 7.39 7.88 9.07 8.41 

基準＋10° 16.85（南側） 8.71 12.06 9.81 10.10 9.50 

■概略パラメータスタディ （単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位上昇側水位上昇側水位上昇側水位上昇側 概略概略概略概略パラメータスタディ②パラメータスタディ②パラメータスタディ②パラメータスタディ②
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パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

位置 走向

南へ240km

移動

基準－10° 14.31（南側） 7.79 9.22 8.04 8.84 8.84 

基準 16.72（南側） 7.81 7.40 8.16 9.02 8.15 

基準＋10° 16.43（南側） 8.39 11.35 9.07 9.90 9.48 

南へ260km

移動

基準－10° 12.49（南側） 7.61 8.79 7.34 8.80 7.48 

基準 15.65（南側） 7.79 7.98 8.00 9.30 7.90 

基準＋10° 15.36（南側） 8.02 9.95 8.09 9.20 9.19 

南へ280km

移動

基準－10° 10.66（南側） 7.14 7.23 6.61 7.45 5.89 

基準 14.81（南側） 7.64 9.05 7.45 9.22 7.31 

基準＋10° 15.32（南側） 7.49 8.03 7.38 8.85 8.79 

南へ300km

移動

基準－10° 8.99（南側） 6.71 6.48 6.17 6.81 5.46 

基準 13.33（南側） 7.45 8.64 7.11 8.86 7.03 

基準＋10° 14.96（南側） 7.35 7.69 6.98 8.73 8.33 

■概略パラメータスタディ
（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位上昇側水位上昇側水位上昇側水位上昇側 概略概略概略概略パラメータスタディ③パラメータスタディ③パラメータスタディ③パラメータスタディ③
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パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°

0km 20.87（南側） 11.16 14.02 13.08 12.82 10.99 

1km（基準） 20.94（南側） 11.16 14.03 13.02 12.79 11.05 

2km 20.92（南側） 11.31 14.26 13.09 12.91 11.16 

基準

0km 21.22（南側） 11.32 13.94 13.76 12.77 11.32 

1km（基準） 21.28（南側） 11.42 14.06 13.82 12.80 11.43 

2km 21.32（南側） 11.71 14.37 13.86 12.94 11.57 

基準＋5°

0km 21.23（南側） 11.66 14.33 14.05 12.61 11.47 

1km（基準） 21.27（南側） 11.67 14.45 14.12 12.73 11.59 

2km 21.38（南側） 11.85 14.66 14.19 12.86 11.76 

敷地前面， 1,3号取水口前面

決定ケース

■詳細パラメータスタディ①

■詳細パラメータスタディ②

パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°

0km 19.32（南側） 10.70 14.53 11.81 12.83 11.38 

1km（基準） 19.29（南側） 10.69 14.48 11.85 12.97 11.51 

2km 19.28（南側） 10.71 14.51 11.92 12.95 11.59 

基準

0km 19.64（南側） 10.91 14.70 12.28 13.31 11.59 

1km（基準） 19.65（南側） 10.93 14.65 12.35 13.36 11.77 

2km 19.65（南側） 11.01 14.62 12.41 13.41 11.88 

基準＋5°

0km 19.81（南側） 11.09 14.98 12.87 13.73 11.81 

1km（基準） 19.91（南側） 11.16 14.99 12.94 13.82 11.97 

2km 19.78（南側） 11.21 15.09 12.99 13.86 12.07 

1号放水口前面，

2・3号放水口前面決定ケース

（単位:m）

（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位上昇側水位上昇側水位上昇側水位上昇側 詳細詳細詳細詳細パラメータスタディ①パラメータスタディ①パラメータスタディ①パラメータスタディ①
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パラメータの変動範囲

敷地前面

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

1号放水口

前面

2・3号放水口

前面

備考

傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°

0km 18.57（南側） 9.93 14.25 11.45 11.00 10.25 

1km（基準） 18.62（南側） 10.08 14.42 11.56 11.09 10.39 

2km 18.81（南側） 10.19 14.64 11.64 11.20 10.51 

基準

0km 18.56（南側） 10.40 14.83 11.80 11.27 10.59 

1km（基準） 18.64（南側） 10.55 14.89 11.94 11.32 10.73 

2km 18.82（南側） 10.69 14.94 12.11 11.44 10.84 

基準＋5°

0km 18.57（南側） 10.89 14.89 12.34 11.54 10.95 

1km（基準） 18.64（南側） 11.02 15.05 12.46 11.61 11.11 

2km 18.85（南側） 11.11 15.15 12.57 11.71 11.23 2号取水口前面決定ケース

■詳細パラメータスタディ③
（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位上昇側水位上昇側水位上昇側水位上昇側 詳細詳細詳細詳細パラメータスタディ②パラメータスタディ②パラメータスタディ②パラメータスタディ②
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■概略パラメータスタディ

パラメータの変動範囲

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

備考

位置 走向

北へ40km移動

基準－10° -7.56 -7.61 -7.56 

基準 -6.75 -6.76 -6.73 

基準＋10° -5.61 -5.61 -5.58 

北へ20km移動

基準－10° -8.02 -8.09 -8.03 

基準 -7.47 -7.51 -7.46 

基準＋10° -6.53 -6.48 -6.46 

基準

基準－10° -8.42 -8.46 -8.45 

基準 -8.02 -8.00 -7.96 

基準＋10° -7.25 -7.25 -7.23 

南へ20km移動

基準－10° -8.60 -8.65 -8.60 

基準 -8.29 -8.40 -8.35 

基準＋10° -7.94 -7.98 -7.95 

南へ40km移動

基準－10° -8.74 -8.87 -8.77 

基準 -8.57 -8.59 -8.59 

基準＋10° -8.48 -8.51 -8.51 

南へ60km移動

基準－10° -8.86 -8.97 -8.89 

基準 -8.75 -8.77 -8.74 

基準＋10° -8.65 -8.73 -8.69 

南へ80km移動

基準－10° -9.00 -9.06 -9.01 

基準 -8.96 -8.99 -8.89 

基準＋10° -8.77 -8.90 -8.82 

（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位水位水位水位下降下降下降下降側側側側 概略概略概略概略パラメータスタディ①パラメータスタディ①パラメータスタディ①パラメータスタディ①
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パラメータの変動範囲

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

備考

位置 走向

南へ100km

移動

基準－10° -9.09 -9.12 -9.11 

基準 -9.10 -9.08 -9.06 

基準＋10° -8.92 -9.03 -8.95 

南へ120km

移動

基準－10° -9.13 -9.16 -9.20 詳細パラメータスタディ①

基準 -9.15 -9.13 -9.15 

基準＋10° -9.00 -9.06 -9.04 

南へ140km

移動

基準－10° -9.13 -9.15 -9.17 

基準 -8.97 -9.06 -9.06 

基準＋10° -9.02 -9.08 -9.11 

南へ160km

移動

基準－10° -9.06 -9.10 -9.12 

基準 -9.05 -9.09 -9.10 

基準＋10° -8.99 -9.06 -9.08 

南へ180 km

移動

基準－10° -8.93 -9.03 -8.97 

基準 -9.15 -9.11 -9.11 詳細パラメータスタディ②

基準＋10° -9.00 -9.05 -9.05 

南へ200km

移動

基準－10° -8.75 -8.90 -8.80 

基準 -8.99 -8.99 -8.94 

基準＋10° -8.91 -9.01 -8.97 

南へ220km

移動

基準－10° -8.58 -8.69 -8.67 

基準 -8.79 -8.85 -8.75 

基準＋10° -8.79 -8.94 -8.88 

■概略パラメータスタディ
（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位水位水位水位下降下降下降下降側側側側 概略概略概略概略パラメータスタディ②パラメータスタディ②パラメータスタディ②パラメータスタディ②
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パラメータの変動範囲

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

備考

位置 走向

南へ240km

移動

基準－10° -8.43 -8.51 -8.52 

基準 -8.67 -8.68 -8.62 

基準＋10° -8.60 -8.73 -8.71 

南へ260km

移動

基準－10° -8.13 -8.22 -8.17 

基準 -8.46 -8.54 -8.52 

基準＋10° -8.37 -8.52 -8.53 

南へ280km

移動

基準－10° -7.38 -7.43 -7.40 

基準 -8.17 -8.27 -8.19 

基準＋10° -8.16 -8.40 -8.37 

南へ300km

移動

基準－10° -6.69 -6.70 -6.68 

基準 -7.84 -7.84 -7.82 

基準＋10° -8.00 -8.11 -8.05 

■概略パラメータスタディ
（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位水位水位水位下降下降下降下降側側側側 概略概略概略概略パラメータスタディ③パラメータスタディ③パラメータスタディ③パラメータスタディ③
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パラメータの変動範囲

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

備考

傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°

0km -9.23 -9.22 -9.23 

1km（基準） -9.26 -9.26 -9.28 

2km -9.28 -9.30 -9.32 2,3号取水口前面決定ケース

基準

0km -9.11 -9.13 -9.14 

1km（基準） -9.13 -9.16 -9.20 

2km -9.17 -9.19 -9.22 

基準＋5°

0km -8.95 -9.04 -9.03 

1km（基準） -8.98 -9.05 -9.04 

2km -9.00 -9.07 -9.08 

■詳細パラメータスタディ①

■詳細パラメータスタディ②

パラメータの変動範囲

1号取水口

前面

2号取水口

前面

3号取水口

前面

備考

傾斜角 断層上縁深さ

基準-5°

0km -9.23 -9.17 -9.17 

1km（基準） -9.27 -9.22 -9.20 

2km -9.31 -9.27 -9.25 1号取水口前面決定ケース

基準

0km -9.13 -9.09 -9.05 

1km（基準） -9.15 -9.11 -9.11 

2km -9.18 -9.15 -9.15 

基準＋5°

0km -8.94 -9.01 -8.94 

1km（基準） -8.96 -9.03 -8.96 

2km -9.01 -9.03 -9.02 

（単位:m）

（単位:m）

５５５５．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧予測計算結果一覧

５５５５．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：水位水位水位水位下降下降下降下降側側側側 詳細詳細詳細詳細パラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディパラメータスタディ
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６６６６．．．．津波水位津波水位津波水位津波水位のののの抽出位置抽出位置抽出位置抽出位置
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６６６６．．．．津波水位津波水位津波水位津波水位のののの抽出位置抽出位置抽出位置抽出位置

：1号取水口前面

：2号取水口前面

：3号取水口前面

：1号放水口前面

：2・3号放水口前面

• 津波解析は波源特性の不確かさを考慮した多数のパラメータスタディを実施するが，各ケースによって発電所港内における津波の流れ場が異な

ることから，取放水設備の耐津波設計に用いる入力津波を確実に抽出するため，津波水位（最大水位上昇量・最大水位下降量）の抽出位置を下

図のとおり設定した。

• 取放水設備の水理特性を考慮した水位変動解析等に用いる水位時刻歴波形の抽出位置は，上記の代表点として，各取放水口前面の中央位置

とした。

津波水位の抽出位置（ ：水位時刻歴波形の抽出点）

：各取放水口前面

【津波水位の抽出範囲】

【水位時刻歴波形の抽出点】

第185回審査会合 資料１－３（p51）の再掲
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」

にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐｐｐｐ３９３９３９３９

７７７７．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐｐｐｐ４６４６４６４６
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後40分分分分40秒秒秒秒～～～～40分分分分50秒秒秒秒

地震発生後：40分40秒

（資料2-1：p.33に再掲）

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：40分50秒

• 敷地前面における最大水位上昇決定ケース（波源位置：南へ100km，走向：基準，傾斜角：基準，すべり角：基準）の流況図（地震発生後40分40秒

～42分50秒（10秒刻み）のスナップショット）を以下に示す。
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後41分分分分0秒秒秒秒～～～～41分分分分10秒秒秒秒

地震発生後：41分0秒

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：41分10秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後41分分分分20秒秒秒秒～～～～41分分分分30秒秒秒秒

地震発生後：41分20秒

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：41分30秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後41分分分分40秒秒秒秒～～～～41分分分分50秒秒秒秒

地震発生後：41分40秒

（資料2-1：p.33に再掲）

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：41分50秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後42分分分分0秒秒秒秒～～～～42分分分分10秒秒秒秒

地震発生後：42分0秒

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：42分10秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後42分分分分20秒秒秒秒～～～～42分分分分30秒秒秒秒

地震発生後：42分20秒

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：42分30秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．１１１１ 津波地震津波地震津波地震津波地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後42分分分分40秒秒秒秒～～～～42分分分分50秒秒秒秒

地震発生後：42分40秒

（資料2-1：p.33に再掲）

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：42分50秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後48分分分分0秒秒秒秒～～～～48分分分分10秒秒秒秒

地震発生後：48分0秒

（資料2-1：p.58に再掲）

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：48分10秒

• 敷地前面における最大水位上昇決定ケース（波源位置：南へ140km，走向：基準-10°，傾斜角：基準+5°，断層上縁深さ：2km）の流況図（地震

発生後48分0秒～50分10秒（10秒刻み）のスナップショット）を以下に示す。
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後48分分分分20秒秒秒秒～～～～48分分分分30秒秒秒秒

地震発生後：48分20秒

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：48分30秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後48分分分分40秒秒秒秒～～～～48分分分分50秒秒秒秒

地震発生後：48分40秒

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：48分50秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後49分分分分0秒秒秒秒～～～～49分分分分10秒秒秒秒

地震発生後：49分0秒

（資料2-1：p.58に再掲）

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：49分10秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後49分分分分20秒秒秒秒～～～～49分分分分30秒秒秒秒

地震発生後：49分20秒

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：49分30秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後49分分分分40秒秒秒秒～～～～49分分分分50秒秒秒秒

地震発生後：49分40秒

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：49分50秒
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７７７７．「．「．「．「津波地震津波地震津波地震津波地震」，「」，「」，「」，「海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震」」」」にににに起因起因起因起因するするするする津波津波津波津波のののの流況図流況図流況図流況図

７７７７．．．．２２２２ 海洋海洋海洋海洋プレートプレートプレートプレート内地震内地震内地震内地震：：：：地震発生後地震発生後地震発生後地震発生後50分分分分0秒秒秒秒～～～～50分分分分10秒秒秒秒

地震発生後：50分0秒

（資料2-1：p.58に再掲）

水位

北側

南側

水位

北側

南側

地震発生後：50分10秒
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８８８８．．．．福島県沖福島県沖福島県沖福島県沖のののの海底地海底地海底地海底地すべりにすべりにすべりにすべりに関関関関するするするする検討検討検討検討

８８８８．．．．１１１１ 検討方針検討方針検討方針検討方針

８８８８．．．．２２２２ 海底地海底地海底地海底地すべりすべりすべりすべり地形地形地形地形のののの精査精査精査精査
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• 徳山ほか（2001）で示される福島県沖の海底地すべりについて，津波伝播特性の検討から敷地に与える影響は小さいと考えられるが，発電所に

与える影響を定量的に把握するため以下のとおり検討を行った。

８８８８．．．．福島県沖福島県沖福島県沖福島県沖のののの海底地海底地海底地海底地すべりにすべりにすべりにすべりに関関関関するするするする検討検討検討検討

８８８８．．．．１１１１ 検討方針検討方針検討方針検討方針

女川原子力発電所

三陸沖から常磐沖海域

（徳山ほか（2001）に一部加筆）

海底地すべり

（福島県沖）

【検討フロー】

①海上音波探査記録を用いた地形精査

・徳山ほか（2001）に示される音波探査記録を用いた確認

・サブボトムプロファイラーを用いた音波探査記録の有無の確認

②海底地すべり地形判読調査

日本水路協会M7000シリーズ，150mグリッドDEMデータを用いた海底地形判読

調査

■海底地すべり地形の精査

①海底地すべり地形の作成

②数値シミュレーション

■数値シミュレーション
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• 徳山ほか（2001）で示されている音波探査記録
※

を用いて，海底地すべり地形の精査を試みたが，マルチチャンネルの特性上，海底地すべり地形

（＝海底面の形状）を精査することは出来なかった。

※：マルチチャンネル音響地殻断面図（石油公団海上基礎物理探査，昭和61年度「南三陸～鹿島沖」 ）

マルチチャンネル音響地殻断面図（No.86-8）（徳山ほか（2001）に一部加筆）

８８８８．．．．福島県沖福島県沖福島県沖福島県沖のののの海底地海底地海底地海底地すべりにすべりにすべりにすべりに関関関関するするするする検討検討検討検討

８８８８．．．．２２２２ 海底地海底地海底地海底地すべりすべりすべりすべり地形地形地形地形のののの精査精査精査精査：：：：音波探査記録音波探査記録音波探査記録音波探査記録によるによるによるによる確認確認確認確認①①①①
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• 海底地すべりを調査する際に用いられるサブボトムプロファイラーによる音波探査記録の有無について確認した。

• 産業技術総合研究所及びJAMSTECで調査を実施しているものの，地すべり地形を精査できるほどの調査は実施されておらず，海底地すべり地形

の有無を確認することは出来なかった。

産業技術総合研究所 SBP測線図

（産業技術総合研究所（2013）に一部加筆）

８８８８．．．．福島県沖福島県沖福島県沖福島県沖のののの海底地海底地海底地海底地すべりにすべりにすべりにすべりに関関関関するするするする検討検討検討検討

８８８８．．．．２２２２ 海底地海底地海底地海底地すべりすべりすべりすべり地形地形地形地形のののの精査精査精査精査：：：：音波探査記録音波探査記録音波探査記録音波探査記録によるによるによるによる確認確認確認確認②②②②

JAMSTEC SBP測線図

（JAMSTEC（2014）に一部加筆）
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• 音波探査記録による地形精査が困難であったため，日本水路協会によるM7000データおよび150mグリッドDEMデータを用いて海底地すべり地形

判読調査を実施した。

• 結果，徳山ほか（2001）で示される馬蹄形状を呈する明瞭な海底地すべり地形は確認されない。

平面図
鳥瞰図

海底地すべり地形判読調査の結果から，徳山ほか（2001）で示される明瞭な海底地すべり地形は確認されない。

②②②②

①①①①

③③③③

②②②②

①①①①

③③③③

８８８８．．．．福島県沖福島県沖福島県沖福島県沖のののの海底地海底地海底地海底地すべりにすべりにすべりにすべりに関関関関するするするする検討検討検討検討

８８８８．．．．２２２２ 海底地海底地海底地海底地すべりすべりすべりすべり地形地形地形地形のののの精査精査精査精査：：：：海底地海底地海底地海底地すべりすべりすべりすべり地形判読地形判読地形判読地形判読によるによるによるによる確認確認確認確認
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９９９９．．．．分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層にににに対対対対するするするする考考考考ええええ方方方方

９９９９．．．．１１１１ 既往津波既往津波既往津波既往津波のののの発生事例発生事例発生事例発生事例：：：：紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘におけるにおけるにおけるにおける分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層

９９９９．．．．２２２２ 内閣府内閣府内閣府内閣府（（（（2012））））によるによるによるによる紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘におけるにおけるにおけるにおける分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層のののの波源波源波源波源モデルモデルモデルモデル化方法化方法化方法化方法

９９９９．．．．３３３３ 2011年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震におけるにおけるにおけるにおける海溝軸付近海溝軸付近海溝軸付近海溝軸付近のののの海底変動海底変動海底変動海底変動

９９９９．．．．４４４４ 特性化特性化特性化特性化モデルモデルモデルモデル
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• 南海トラフの地下構造は，フィリピン海プレートが日本列島の下に沈み込み，付加体
※

が発達している。

• 紀伊半島沖熊野灘付近における付加体の底面にはプレート境界断層とそこから枝分かれする巨大分岐断層が存在する。

また，同分岐断層は，1944年の東南海地震時に津波を引き起こした要因と考えられている（JAMSTEC（2007，2011））。

９９９９．．．．分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層にににに対対対対するするするする考考考考ええええ方方方方

９９９９．．．．１１１１ 既往津波既往津波既往津波既往津波のののの発生事例発生事例発生事例発生事例：：：：紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘におけるにおけるにおけるにおける分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層

※：海洋プレートが陸側のプレートの下に沈み込む際に海洋底堆積物が陸側に押しつけられ，くさび状に堆積物が厚くなっている場所。

海溝側 陸側

三次元反射法音波探査による地質構造（JAMSTEC（2007））

調査範囲

（黒枠：調査範囲，赤枠：右図 図化範囲（矢印は視線方向））

地質構造図

第185回審査会合 資料１－３（p53）の再掲
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• 内閣府（2012）では，熊野灘の分岐断層の影響を考慮した波源モデルを設定しており，そのすべり量を大すべり域のすべり量（＝平均すべり量の

２倍）としている。

熊野灘の分岐断層を考慮した波源モデル（内閣府（2012）に一部加筆）

：分岐断層を考慮した範囲

９９９９．．．．分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層にににに対対対対するするするする考考考考ええええ方方方方

９９９９．．．．２２２２ 内閣府内閣府内閣府内閣府（（（（2012））））によるによるによるによる紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘紀伊半島沖熊野灘におけるにおけるにおけるにおける分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層のののの波源波源波源波源モデルモデルモデルモデル化方法化方法化方法化方法

第185回審査会合 資料１－３（p54）の再掲
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• 日本海溝沿いでは，紀伊半島沖熊野灘のように津波を発生させる分岐断層の存在は知られていない。

なお，日本海溝軸付近にも付加体は存在するが，南海トラフと比較してその堆積領域は小さい。

• JAMSTEC(2012)によれば，2011年東北地方太平洋沖地震発生前後の地下構造データの比較から，同地震は，プレート境界付近をすべり面とし

た断層が海溝軸まで到達したとしている。また付加体は，断層に沿った陸のプレートの運動によって，従来連続していたものが海側に向かってめく

れたように分断されていたとしている。

なお，小平ほか（2012）は，同地震に伴う巨大津波生成に大きく寄与したのは海溝軸付近で50mを超えた変位によるものとしている。

 

日本海溝沿いにおける付加体の模式図（上：北部，下：南部）

（Tsuru et al.(2002)）

海溝軸

陸側 海側

2011年東北地方太平洋沖地震に伴う海底変動の模式図

（小平ほか(2012)）

2011年東北地方太平洋沖地震後の地下構造の解釈図

（JAMSTEC(2012)）

調査位置

９９９９．．．．分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層にににに対対対対するするするする考考考考ええええ方方方方

９９９９．．．．３３３３ 2011年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震におけるにおけるにおけるにおける海溝軸付近海溝軸付近海溝軸付近海溝軸付近のののの海底海底海底海底変動変動変動変動

第185回審査会合 資料１－３（p55）の再掲
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• 日本海溝沿いにおいて，紀伊半島沖熊野灘のような津波を発生させる分岐断層の存在は知られていない。

• ただし，分岐断層や海底地すべりは短周期の波を発生させる要因と考えられ，前述した日本海溝軸付近における付加体の存在及び2011年東北

地方太平洋沖地震時における海溝軸付近の海底変動から，これらが次の地震と同時に発生する可能性を考慮して（科学的想像力を発揮して），

すべり量分布の不確かさとして海溝側強調モデルを設定し評価を実施している。

基準断層モデル

すべり量

女川原子力

発電所

女川原子力

発電所

海溝側強調モデル

すべり量

東北地方太平洋沖型の地震（特性化モデル）

超大すべり域

（平均すべり量の４倍）

９９９９．．．．分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層にににに対対対対するするするする考考考考ええええ方方方方

９９９９．．．．４４４４ 特性化特性化特性化特性化モデルモデルモデルモデル

第185回審査会合 資料１－３（p56）の再掲
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